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XRISM衛星に搭載されるResolveは、50 mKの極低温で動作する 6×6のマイクロカロリメータと焦点距離 5.6 m
の多重薄板X線望遠鏡から成り、2023年 9月 7日に種子島宇宙センターから H-IIA ロケットにより打ち上げら
れた。軌道上でResolve検出部は 50 mK まで冷却、較正線源からのX線を検出器に照射、全ピクセルでX線を
検出、エネルギー分解能が 5 eVより良好であることを確認した。この講演では Resolveの現状を報告する。


